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新聞報道にみる徳島大学
2015.12.1～2016.2.29

徳大行事予定
2016.4.1～2016.6.30

平成28年度 徳島大学入学式
日時： 平成28年4月6日 10：00～
場所： アスティとくしま
問い合わせ先： 総務部総務課総務係
TEL： 088-656-7009

E-mail： soumuk@tokushima-u.ac.jp

変わる徳島大学 学部新設・改組及び
新研究所設置記念式典・祝賀会
日時： 平成28年4月11日 15：30～
場所： 徳島グランヴィリオホテル
問い合わせ先： 大学改革推進課長 松江重文
TEL： 088-656-8018

E-mail： univreform.m@tokushima-u.ac

マンスリー放射線講座
日時： 平成28年4月22日 13：30～15：00

場所： 放射線総合センター教育訓練講義室
問い合わせ先： 放射線総合センター
TEL： 088-633-9416

E-mail： ricenter@tokushima-u.ac.jp

マンスリー放射線講座
日時： 平成28年5月20日 13：30～15：00

場所： 放射線総合センター教育訓練講義室
問い合わせ先： 放射線総合センター
TEL： 088-633-9416

E-mail： ricenter@tokushima-u.ac.jp

第42回 徳島大学薬学部卒後教育公開講座
日時： 平成28年 5月28日（土）14時～17時
場所： 徳島大学長井記念ホール
問い合わせ先： 医歯薬事務部薬学部総務課総務係
TEL： 088-633-7245

E-mail: isysoumu3k@tokushima-u.ac.jp

平成28年度 FD推進プログラム 授業設計ワークショップ
日時： 平成28年6月18日（土）～19日（日）
場 所： 教養教育6号館（予定）
問い合わせ先： 学務部教育支援課教育企画室
TEL： 088-656-7686

E-mail： kykikakuk@tokushima-u.ac.jp

マンスリー放射線講座
日時： 平成28年6月24日 13：30～15：00

場所： 放射線総合センター教育訓練講義室
問い合わせ先： 放射線総合センター
TEL： 088-633-9416

E-mail： ricenter@tokushima-u.ac.jp

■ 「生物資源」に論述問題 徳大来年度入試要項 推薦Ⅱ型は集団討論 

［27.12.02徳島］
■ 「家族への連絡 複数の手段を」 徳大で防災シンポ［27.12.05徳島］
■ 農業遺産登録へ地域の知恵 推進協と 徳島大・京大 つるぎでワークショップ 

［27.12.07毎日］
■ 四国5国立大で ネット出願開始 来月25日から［27.12.11毎日］
■ 徳大に”キャンパス市” 初の社会実験 野菜や果物並ぶ ［27.12.13徳島］
■ シベリア抑留伝える 鳴門の91歳 体験から学ぶ 徳島大生 聞き取り発表 

［27.12.13毎日］
■ キャンパス彩る光の芸術 徳大 学生考案 LED作品点灯［27.12.12徳島］
■ 学生の県内就職 定着へ連携協定 県と徳島大など［27.12.16徳島］
■ 木偶の形状、演者の動き 人形浄瑠璃データ化へ 徳島大プロジェクト 伝統芸
能、後世に残す［27.12.20読売］
■ 徳島大病院汚職 再発防止策提言 調査委報告書［27.12.25読売、朝日、徳島］
■ 徳大病院 カテーテル治療と外科手術同時に ハイブリッド手術室設置 

［27.12.30徳島］
■ 徳島大・民間スクールの取り組み ロボサッカーやキャラ操作 論理的思考を培う
一助［28.01.05徳島］
■ 職員証に電子マネー 徳島大が導入／阿波銀と連携［28.01.08徳島、日経］
■ 幻想キャンパス 徳島大・徳島文理大 ライトアップ［28.01.8読売］
■ 徳島大 新設の2学部長選出 生物資源 辻氏、理工 河村氏 ［28.01.14徳島］

■ 徳島大学大学院市民公開講座 がんを知りがんを克服する ［28.01.24徳島］
■ ドローン操縦を那賀町住民学ぶ 町おこし活用へ体験会 ［28.01.25徳島］
■ 徳大次期病院長に永廣氏 ［28.01.29徳島、読売］
■ 教員と学生36人に康楽賞 徳大で贈与式 ［28.01.29徳島］
■ 県農大跡地 徳大に無償貸与 3月にも賃貸契約 新学部用地に活用  

［28.01.29徳島］
■ 「ドローン」普及へ 徳島大がセミナー 操縦や法律学ぶ ［28.02.01毎日］
■ 地域防災 意見を交換 徳大にしあわ学舎 つるぎで初講座 ［28.01.31徳島］
■ 農林水産振興へ 県と徳島大連携 新学部設置受け協定締結 ［28.01.30徳島、

毎日、読売］
■ 徳大病院でシステム障害 電子カルテ開けず 診察遅れ ［28.02.02毎日、徳島］
■ 徳島大26.5%減4071人 国公立大2次出願締め切り 鳴教大12％減501人  

［28.02.04徳島］
■ 徳大病院フォーラム 動脈硬化の予防策紹介 医師講演に500人 ［28.02.08徳島］
■ 県内就職率向上へ連携 産学官35団体が協議会［28.02.10徳島］
■ 阿波晩茶いかが 整腸作用・アレルギー抑制研究 花粉症の季節を前に注目 

［28.02.17徳島］
■ 齋藤史郎氏が死去 元徳島大学長 ゲノム研究推進 85歳
［28.02.21徳島、読売、毎日、産経、日経］

■ 期日前投票所徳大に開設へ 参院選で徳島市選管［28.02.20徳島］
■ キュウリ増産へ最適環境自動制御 海陽に実験ハウス JA・徳農種苗・徳大 

［28.02.23徳島］
■ 国立2次 1804人挑む 徳島大と鳴門教育大［28.02.26徳島、読売、毎日］
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学長の新入生歓迎の言葉 P1
学長 野地 澄晴

副学長の新入生歓迎の言葉 P2
副学長 高石 喜久

在学生の歓迎の言葉 P3
総合科学部 社会創生学科 3年 青山晃奈
医学部 保健学科 3年生 讃良 梨沙
歯学部 口腔保健学科 3年生 北村美渚
薬学部 薬学科 4年生 竹瀬俊輔
先端技術科学教育部 博士前期課程 1年 富永康子

私たちも応援します P4

キャンパスマップ常三島・新蔵地区 P9

キャンパスマップ蔵本地区 P11

同窓会から寄せられたメッセージ P13

徳島大学と徳島のカレンダー P14

最先端研究探訪 P15

大学院医歯薬学研究部（医学系） 地域総合医療学分野
特任教授
岡久 稔也

研究室へようこそ P17

大学院口腔科学教育部 博士課程 4年 

大塚 良

先輩に続け P19

和歌山工業高等専門学校 物質工学科 准教授
西本 真琴

海外体験記 P20

総合科学部 人間文化学科 4年
川西 沙也加

What's happening? P21

大学院薬科学教育部 博士後期課程 2年
許 文婷［中国］（キョ・ブンテイ）

マイキャンパスライフ P22

薬学部 創製薬科学科 4年 松本 航輝

サークル紹介 P23

ボート部 / ハンドメイド部

徳大ニュース P24

読者の言葉 P24

ガレリア新蔵NEWS P26
徳大行事予定 / 新聞報道に見る徳島大学 / 編集後記
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